
さる ９月４日(月)には,駅伝大会及び新人大 ともに来月１０月４日（水）に開催される県大会へ駒
会に出場する選手の激励会を開きました。当日応 を進めることができました。県大会での活躍にも期待し
援に行かれない分，選手の健闘を祈りつつ全校生 たいと思います。駅伝部の部員たちは，目標を掲げ前
徒と教職員が一体となってエールを送りました。応 向きに取り組む大切さを勿来一中の全生徒に教えて
援団による勇壮な演舞と全校を挙げた声援は，選 くれたと思います。ありがとう。そして，お疲れさま。
手の背中を力強く押してくれたと思います。 さて，２学期は，生徒が主体となって活動する場面
そして，９月７日（木）秋晴れの空のもと，２１世紀 を意図的に数多く設定してあります。秋華祭をはじめ

の森周辺駅伝コースで，いわき市中学校駅伝競 生徒自らが企画・運営に携わり，喜びややりがいを感
走大会が行われました。男子は６区間，女子は５区 じる経験を通して積極性や主体性を育んでいきたいと
間で襷をつなぎました。その結果，継続的に走り込み 考えています。なお，秋華祭は，１０月２０日(金)を予
を続けてきた「ナコイチメンバー」が男女ともに優勝と 定しています。昨年度は合唱コンクールのみ学年ごと
いう輝かしい成績をあげることができました。お互いに に公開しておりましたが,今年度は開祭式から全ての
切磋琢磨しながらも深い絆で結ばれた部員たち。仲 発表を制限なく観覧いただく計画でおります。ご家庭
間の思いを託された選手たちは，持てる力を存分に においても感染症等のリスク低減に向けて,ご理解・ご
発揮し若さみなぎる熱いレースを展開しました。男女 協力をよろしくお願いします。

様々な場面で,持てる力を発揮するために

熾烈なレースを制した男女ナコイチメンバー。力を尽くした充実感で満面の笑みがこぼれています。
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住みやすい町とは, どんな環境なの？
突然ですが質問です。日本の中で最も住みや (2) 「どうせ自分なんて…」という考えをもちあわせて

すい町には,どんな特徴があると思いますか？「温か いない。老若男女,それぞれの出番・役割がある

い場所なのかな？それとも寒い場所なのかな？」 ので,自己肯定感・自己有用感が,どの年代でも

「海側なのかな？それとも山側なのかな？」「その 男女の別なく高い。

場所には人が多く住んでいるのかな？それとも少

ないのかな？」さあ,イメージしてみましょう。 (3) 氏や血筋でなく本人そのものに焦点を当てて人

柄を見極める風土があるので,欠点も弱点も含め

答えは,岡檀(おか まゆみ)さんが書いた『生き て自他を好きでいられる。

心地の良い町』という本にあります。岡さんは,自

死率が極めて少ない町に着目し,四年間にわた (4) 「失敗は二度まで許せ」という考えをもっている。

る現地調査とデータ解析をもとに,生きやすさの理 「過ちに厳しすぎないが,甘くもない。」といった風

由を解き明かしました。 土が育っているため,欠点

自死率が高い地域に や弱点がある周囲の人と

目を向けて調査する例 折り合いをつけながら生活

は,この本が出版される できている。

前にもありましたが,自

死の発生を抑えている (5) 「病は市に出せ」 とい

理由を探ったのは,この う考え方をもっている。そ

本が初めてなのだそう のため,困ったことや悩み

です。 ごとは気軽に公の場（マ

ーケット）に出して相談

その町は,徳島県南 できる体制や雰囲気が

部の太平洋沿いにある できている。

小さな町だそうです。四

国にある海沿いの町なの (6) 「緩やかなつながり」を

で,温暖な場所ですね。 モットーにしている。近所

これが地理的な特徴で 同士で関心は寄せてい

す。人口も少なくはなく過疎地域ではないそうです。 るが監視するようなことはしないので,自他共に心の居
．．．

では,どのような人々が暮らしているのでしょうか？岡 場所づくりができている。
．．

さんは,地域のコミュニティーとして人々がどのように

つながっているかも解き明かしています。生きづらさ 皆さんは,学校や地域といったコミュニティーに属

を取り除いて,誰もが生きやすい地域のコミュニティ しています。そのコミュニティーの風土を創るのは,皆

ーは,どう創られていったのか。そこに暮らす人々の さん自身です。岡さんが著書『生き心地の良い町』

６つの特徴が示されています。 で指摘した人々の(1)～(6)の特徴は,その実現

へ向けた大きなヒントになるはずです。ぜひ,皆さ

（１）「いろんな人がいても良いでなくて…いろんな人 んには周囲の人との程よい距離感を保ちながら,
．．．

がいたほうが良い。」という考えをもっているので, 互いが生き心地を実感できるコミュニティーを創っ
．．．．． ．．．．

多様性を認め合う意識が育っている。 ていってほしいと思い ます。
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